
（１） １９９８年３月１０日

知知多多労労連連

肌
で
感
じ
た
�

昼
休
み
デ
モ
に
は
、
職
場
か
ら
駆

け
つ
け
た
人
も
参
加
�

（
名
中
セ
ン
タ
ー
）

運
動
の
高
ま
り
を

二
月
一
日
の
地
域
労
連
交
流

集
会
で
２
・
２６
総
行
動
の
構
え

や
他
の
地
域
労
連
の
取
り
組
み

を
聞
い
て
、
本
気
で
や
ら
な
い

か
ん
と
思
い
直
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
単
組
代
表
者
会
議

で
、
年
金
者
組
合
や
愛
高
教
か

ら
積
極
的
な
発
言
が
あ
り
、
今

ま
で
に
な
い
運
動
に
し
よ
う
と

い
う
機
運
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

愛
高
教
か
ら
は
、
「
半
田
市

職
が
で
き
な
い
駅
は
愛
高
教
の

分
会
が
受
け
持
つ
」
と
決
意
が

あ
り
、
早
朝
宣
伝
は
最
初
は
五

駅
の
予
定
で
し
た
が
十
九
駅
ま

で
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。昼

間
は
、
社
保
の
街
頭
署
名

を
名
鉄
太
田
川
と
知
田
半
田
の

駅
前
で
や
り
ま
し
た
。

太
田
川
で
は
、
百
五
十
人
分

の
署
名
が
集
ま
り
、
夜
の
決
起

集
会
で
も
そ
の
様
子
を
愛
高
教

の
支
部
長
さ
ん
が
、
生
き
生
き

と
発
言
し
て
く
れ
ま
し
た
。
風

が
強
く
提
灯
デ
モ
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
組
合
員
の
手
作

り
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
、

市
役
所
の
周
辺
を
元
気
よ
く
歩

き
ま
し
た
。

女
性
部
隊
が
中
心
に
な
っ
て

炊
き
出
し
も
し
ま
し
た
。
知
多

の
厚
生
病
院
か
ら
も
、
参
加
す

る
と
の
電
話
も
あ
り
、
運
動
の

高
ま
り
が
肌
で
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

２５地域労連で、朝から夜まで怒りの行動が
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「
大
幅
賃
上
げ
・
減
税
で
不

況
打
開
を
�
」
、
「
こ
れ
以
上

の
医
療
・
年
金
改
悪
は
許
さ
な

い
�
」
、
「
労
働
諸
法
制
改
悪

反
対
�
」
、
「
消
費
税
増
税
反

対
�
」

橋
本
内
閣
の
悪
政
を

や
め
さ
せ
、
労
働
者
・
国
民
の

願
い
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
、
組

合
員
が
立
ち
上
が
っ
た
２
・
２

６
列
島
騒
然
総
行
動
は
、
全
国

で
も
百
万
人
以
上
が
参
加
し
た

取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

愛
知
で
は
、
早
朝
の
宣
伝
行

動
（
四
四
八
駅
中
三
一
八
駅
）

日
中
は
、
昼
休
み
集
会
・
座
り

込
み
・
商
工
会
議
所
・
自
治
体

な
ど
へ
の
要
請
行

動
、
労
組
訪
問
、

ス
ー
パ
ー
前
で
の

宣
伝
行
動
、
夜

は
、
決
起
集
会
・
提

灯
デ
モ
が
二
十
三
地

域
で
お
こ
な
わ
れ
、

一
日
の
行
動
参
加
者

は
延
べ
一
万
人
と
な

り
、
愛
労
連
結
成
以
来

の
大
き
な
運
動
と
な
り

ま
し
た
。
参
加
し
た
組

合
員
が
励
ま
さ
れ
、
運
動

に
確
信
が
持
て
た
取
り
組

み
と
な
り
ま
し
た
。

岡
崎
市
役
所
で
社
会
保
障
充
実
な

ど
を
要
請
。

（
岡
崎
・
額
田
地
域
セ
ン
タ
ー
）

３．１９愛知総決起集会
９８国民春闘勝利�

■
組
合
に
入
っ
て
一
年
目
。
薄

暗
い
早
朝
６
時
３０
分
か
ら
名
鉄

三
河
線
・
西
中
根
駅
で
ゼ
ッ
ケ

ン
付
け
て
の
初
め
て
の
ビ
ラ
配

り
。
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。

休
暇
を
取
っ
て
一
日
行
動
に

参
加
し
ま
し
た
が
、
大
事
な
運

動
だ
と
思
い
ま
し
た
。

豊
田
・
加
茂
労
連

林
茂

◎日時 ３月１９日�午後６時３０分開会
◎場所 久屋市民広場
◎集会後２コースに別れてデモ行進

主催 愛知国民春闘共闘委員会

「
バ
ス
停
で
も
ビ
ラ
を
ま
い
て
い
た
ね
�
」
い
つ
も
と
違
う
朝
を
実
感

し
た
組
合
員
の
声
。
ニ
ュ
ー
ス
も
出
て
、
集
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

決
起
集
会
・
提
灯
デ
モ
に
は
、
１
２
０
人
が
参
加

（
あ
つ
た
労
連
）

第６１号

２２．．２２６６愛愛知知
総総行行動動

●●延延べべ１１
００，，００００００人人

のの行行動動参参
加加

●●３３１１８８駅駅
でで早早朝朝宣宣

伝伝

●●２２３３地地域域
でで集集会会、、

提提灯灯デデモモ

●●要要請請やや
署署名名もも

ビラの受け取り良かった。トヨタ本社前（西三南労連）

ももうう黙黙っっととれれんん� 職職場場ととくく
ららしし変変ええよようう

悪悪政政にに怒怒
りりをを�働働くく者者のの

要要求求実実現現
��

２２００００万万人人
列列島島騒騒然然

区役所から自転車
でかけつけた仲間

も。昼デモは１３５

名の参加（瑞穂区
労連）

決起集会は「行革」反対のパフォーマンスで（千種・名東労連）

手作りのプラカード�市役所周辺をデモ（知多労連）

薄暗い中、早朝の宣伝行動（豊田・加茂労連）

５隻の船で海上デモ（港地区労）

愛知県や県経協等の要請の後、中区栄小公園で座り込み。

夕方のデモは途中で消えがちだ
が、この日は最後まで参加。大
きな盛り上がりを感じる。

（緑地域センター）



幼幼いい命命助助けけてて�
永谷睦美君（２才）の心臓移植手術
にカンパの協力を�（８，０００万円）
永谷睦美君のお母さんは、無認可保

育所の保母で労働組合の役員もやって
いましたが、お子さんの心臓病のため
仕事を辞めて必死に看病を続けてきま
した。
今回、「睦美君」の命を助けるため

米国で心臓移植を受けることになりま
した。必要経費は８，０００万円です。
みなさまのご支援を�
送金先 郵便局振込み
口座番号 ００８１０－５－２９９９５
口座名「むつみ君を守る会」
お問い合わせは、福保労�８８１－２９７１

西
友
前
で
「
医
療
保
険
改
悪
反
対
」
の

署
名
行
動
（
昭
和
区
地
域
セ
ン
タ
ー
）

駅
頭
宣
伝
に
は「
名
鉄
」瀬
戸
線

の
運
転
手
も
協
力（
守
山
労
連
）

１９９８年３月１０日

ト
ヨ
タ
本
社
前
で

の
宣
伝
行
動
は
、
ビ

ラ
の
受
け
取
り
が
今

ま
で
と
は
違
う
な
と

感
じ
た
。
労
基
法
の

改
悪
な
ど
不
安
を
感

じ
て
い
る
だ
ろ
う

し
、
く
ら
し
や
職
場

に
対
す
る
不
満
が
あ

る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
う
。

要
請
行
動
に
は
、
い
ろ
ん

な
組
合
と
い
っ
た
の
で
相
手

も
緊
張
感
が
あ
る
し
、
対
応

も
違
う
。
た
た
か
い
の
広
が

り
と
た
た
か
え
ば
展
望
を
切

り
開
く
こ
と
が
で
き
る
と
実

感
で
き
た
。

豊
田
地
区
国
公

川
添
博
久

全員がゼッケンつけて盛り上がった提灯デモ（東労連）

近
所
の
人
が
窓
を
開
け
て
珍
し

そ
う
に
の
ぞ
く
。
宣
伝
効
果
抜

群

（
中
川
地
域
セ
ン
タ
ー
）

医
療
生
協
で
は
労
使
と
も
集
会

で
「
医
療
改
悪
許
さ
な
い
」
決

意
表
明

（
名
南
労
連
）

春
闘
決
起
集
会
で
「
労
働
法
制

改
悪
反
対
」
の
学
習
会
と
要
求

交
流
（
中
村
地
区
セ
ン
タ
ー
）

北
社
会
保
険
事
務
所
に「
行
革
」

反
対
の
申
し
入
れ（

名
北
労
連
）

愛 労 連

全
国
か
ら
一
二
万
人
も
の
働

く
人
た
ち
が
三
月
八
日
、
東
京

・
代
々
木
公
園
に
集
ま
っ
た
。

会
場
は
人
・
人
・
人
で
あ
ふ
れ

か
え
っ
た
。
み
ん
な
の
思
い
は

同
じ
。
政
府
と
大
企
業
の
労
働

者
・
国
民
犠
牲
の
政
治
に
、

「
も
う
黙
っ
と
れ

ん
、
く
ら
し
・
職
場

を
変
え
よ
う
」
と
。

２
・
２６
の
あ
の
熱

気
そ
の
ま
ま
三
・
八

大
集
会
に
つ
な
が
っ

た
愛
知
か
ら
の
参
加

者
は
、
九
百
十
八
名
に
も
膨
れ

上
が
っ
た
。

十
二
時
か
ら
の
本
集
会
の
前

に
は
、
女
性
の
舞
台
が
用
意
さ

れ
た
。
労
働
法
制
の
改
悪
や
平

和
憲
法
が
脅
か
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
今
、
憲
法
九
条
と
二
七

条
・
勤
労
権
を
守
ろ
う
と
お
国

こ
と
ば
で
訴
え
た
。
愛
労
連
婦

人
協
は
、
二
七
条
を
「
名
古
屋

弁
」
で
、
「
経
団
連
は
所
得
が

世
界
一
っ
ち
ゅ
う
と
る
ら
し
い

け
ん
ど
、
た
あ
け
ら
し
い
こ
と

言
っ
と
っ
て
い
か
ん
。
国
民
を

ば
か
に
し
っ
か
ら
き
ゃ
あ
と
る

と
、
今
に
バ
チ
が
あ
た
る
で
よ

ー
�
」
と
訴
え
た
。

集
会
で
は
、
「
２
・
２６
列
島

騒
然
総
行
動
に
は
全
国
津
々

浦
々
か
ら
、
百
万
人
が
参
加
し

た
。
今
日
の
集
会
を
力
に
４
・

１７
全
国
統
一
行
動
、
メ
ー
デ
ー

に
向
け
、
職
場
と
地
域
で
力
を

合
わ
せ
て
要
求
実
現
の
た
め
に

奮
闘
し
よ
う
」
と
決
議
し
た
。

デ
モ
は
四
コ
ー
ス
に
分
か
れ

て
、
沿
道
の
買
い
物
客
た
ち
に

ア
ピ
ー
ル
し
た
。

三三
・・
八八
集集
会会
にに
十十
二二
万万
人人

八
駅
す
べ
て
で
宣
伝
行
動

（
名
西
労
連
）

――
９９８８
春春
闘闘
でで
流流
れれ
をを
変変
ええ
よよ
うう
――

小
さ
な
駅
で
も
宣
伝
行
動

（
海
部
・
津
島
労
連
）

確確
信信
がが
もも
てて
たた

みみ
んん
なな
がが
動動
いい
たた 自

動
車
パ
レ
ー
ド
も
や
っ
た

（
尾
中
地
区
労
連
）

第６１号

愛
労
連
・
全
労
連
に
対
す

る
労
働
者
・
国
民
の
期
待
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
愛
労
連

が
結
成
さ
れ
て
八
年
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
結
成
ま
で
の

熱
い
思
い
を
前
愛
労
連
議
長

の
井
上
利
雄
さ
ん
に
寄
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

愛
労
連
は
、
一
九
八
九
年

十
一
月
十
七
日
に
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
旗
揚
げ
は
、

一
九
八
九
年
十
一
月
二
十
一

日
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー

・
全
労
連
の
結
成
に
先
立
ち

ま
し
た
が
、
そ
れ
は
た
た
か

う
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
結

成
の
歴
史
的
大
事
業
に
愛
知

も
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す

た
め
で
し
た
。

結
成
準
備
会
は
、
そ
の
年

の
六
月
に
発
足
し
、
二
十
五

単
産
・
十
二
地
域
組
織
か
ら

百
八
十
人
の
代
表
が
参
加

し
、
「
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
、
秋
ま
で
に
ロ
ー
カ
ル
セ

ン
タ
ー
を
つ
く
ろ
う
」
と
呼

び
か
け
た
発
足
ア
ピ
ー
ル
を

採
択
し
ま
し
た
。
労
働
組
合

は
、
「
労
働
者
と
国
民
の
切

実
な
経
済
的
・
政
治
的
要
求

実
現
の
為
存
在
す
る
」
と
い

う
原
点
に
た
ち
、
未
組
織
労

働
者
を
含
め
、
広
範
な
労
働

者
・
国
民
の
生
活
と
権
利
を

守
る
こ
と
に
全
力
を
あ
げ
る

こ
と
。
私
た
ち
が
め
ざ
す
ロ

ー
カ
ル
セ
ン
タ
ー
は
「
一
致

す
る
要
求
で
の
行
動
の
統

一
、
資
本
や
政
党
か
ら
の
独

立
」
と
い
う
労
働
組
合
の
原

則
を
し
っ
か
り
守
り
な
が

ら
、
愛
知
の
階
級
的
労
働
組

合
運
動
の
積
極
的
な
伝
統
を

受
け
継
ぎ
発
展
さ
せ
る
こ

と
。
健
康
で
文
化
的
な
人
間

ら
し
い
生
活
の
実
現
。
大
幅

賃
上
げ
。
人
減
ら
し
「
合
理

化
」
と
権
利
侵
害
反
対
。
革

新
統
一
、
政
治
革
新
の
実
現

を
め
ざ
す
こ
と
を
明
確
に
打

ち
だ
し
ま
し
た
。

私
は
代
表
委
員
と
し
て
、

「
社
会
進
歩
を
担
う
労
働
者

階
級
の
歴
史
的
使
命
の
自
覚

と
誇
り
を
持
っ
て
秋
に
ロ
ー

カ
ル
セ
ン
タ
ー
を
結
成
し
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
結
成

に
参
加
し
て
い
き
た
い
」
と

決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
愛
労
連
結
成
の

活
動
に
熱
気
が
こ
も
り
拍
車

が
か
か
り
ま
し
た
。

〜〜
ふふ
りり
かか
ええ
っっ
てて
〜〜

（２）

シ
リ
ー
ズ
�

東
三
河
労
連

民
商
や
新
婦

人
、
農
民
連
な
ど
の
仲
間
と

と
も
に
早
朝
十
八
駅
で
宣
伝

行
動
の
あ
と
、
自
治
体
、
商

工
会
議
所
、
労
働
基
準
監
督

署
な
ど
に
要
請
。
延
べ
二
百

人
が
こ
の
行
動
に
参
加
し
ま

し
た
。

愛愛
労労
連連
結結
成成
をを

労
働
基
準
監
督
署
に「
労
働
法

制
改
悪
反
対
」で
申
し
入
れ

（
一
宮
地
区
労
連
）

「
不
当
解
雇
は
許
さ
な
い
�
」

ア
ク
ロ
ス
前
で
の
抗
議
行
動

（
尾
東
労
連
）

名
鉄
犬
山
駅
で
早
朝
宣
伝

（
尾
北
労
連
）

ス
ー
パ
ー
前
で
「
消
費
税
」
の

シ
ー
ル
投
票
。
圧
倒
的
多
数
が

３
％
に
も
ど
せ
�

（
天
白
地
域
セ
ン
タ
ー
）

「
大
幅
賃
上
げ
や

労
働
条
件
改
善
の

要
求
前
進
、
そ
し

て
『
労
働
法
制
全

面
改
悪
』
阻
止
に

む
け
て
大
き
な
運

動
を
」
と
ア
ピ
ー

ル

…トヨタでも…


